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解説

★★ （1） 水酸化バリウムと塩化アンモニウムを試験管に入れ、水を加えるとアンモニアが発生する。
★★ （2） この反応では温度が下がる。
★★★ （3） （2）のような反応を「吸熱反応」とよぶ。反対に温度が上がる反応を「発熱反応」とよぶ。

★★★★ （4）
発熱反応の例として酸化カルシウムに水を加えることや、身近な例ではカイロはこの発熱反応を利用
してつくられている。

目標時間

40分4.化学変化の熱の出入り

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（1）

アンモニア

（2）

反応後、温度は下がる。

（3）

吸熱反応

酸化カルシウムに水を加える

（4）
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